
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ プロジェクトの趣旨 

東京に残された樹林地等の緑は、かけがえのない都民の共有財産であり、これを将来に

引き継いでいくことが重要な課題となっています。 

このため、東京都は「10 年後の東京」への実行プログラムに基づき、区市町村と合同

で「緑確保の総合的な方針」（以下「方針」。別紙１）の策定を進めています。 

この一環として、緑の保全活動を推進するため、「セブン-イレブンみどりの基金」（以下

「基金」。別紙２）と東京都が協定を締結し、来年度より「東京の緑を守ろうプロジェクト」

を立ち上げ、緑の保全に取り組む都民活動の支援を行うものです。 

 

２ プロジェクトの内容 

（１）東京全体の緑の保全を支援する新たな民間団体の創設と活動に対する助成 

○「基金」は、「方針」の実現を支援する民間団体「（仮称）東京の緑を守る将来

会議」を創設するとともに、その活動費を助成します。 

○将来会議は、緑の保全に意欲のある樹林地所有者や有識者、NPO等のメンバー

により構成され、普及啓発のためのパンフレットの発行やシンポジウムの開催、

緑に対する都民意識を醸成していくための各種情報提供等を行います。 

 

 

（２）地域の緑の保全活動を行う団体への助成 

    ○「基金」は、「方針」の趣旨に沿った活動を行う地域の団体を対象に、その活動

費の一部を複数年にわたり助成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22年2月 15日 

東京都都市整備局 

セブン-イレブンみどりの基金 

東京都と「セブン-イレブンみどりの基金」が、 

「東京の緑を守ろうプロジェクト」を開始します。 

本件は、「１０年後の東京」への実行プログラム２０１０において、以下の目標・施

策に指定し、重点的に実施している事業です。 
 目標１ 水と緑の回廊で包まれた、美しいまち東京を復活させる 

 施策１ 緑あふれる東京を次世代へ継承 

「１０年後の東京」への実行プログラム２０１０事業 

 



 

 



 

 

別紙２ 

○「セブン-イレブンみどりの基金」について 

 
◆理 事 長：山本 憲司（セブン-イレブン豊洲店オーナー 東京都江東区） 
◆事 業 目 的：“環境”をテーマに社会貢献に取り組む 

◆事 業 内 容：環境 NPO 支援、自然環境保護・保全、地域環境美化、広報、災害復元支

援、広域災害義援金募金活動などの事業 

◆事 業 資 金：セブン-イレブンの店頭に寄せられた募金と㈱セブン-イレブン・ジャパン

からの寄付金 

＊店頭募金 約 3億7千万円（2008年度） 

              2008年度までの累計 約 32億8千万円 

◆義援金募金：2009年10月末迄の累計 約 15億1千万円 

◆設 立 日：1993年11月 

◆事業開始日：1994年 3月 

◆所 在 地：東京都千代田区二番町８番地８ 

◆主な活動実績： 

 災害復元支援事業･･･支笏湖周辺台風災害・復興の森づくり（2006年度～） 

自然環境保護・保全事業･･･九重ふるさと自然学校（2007年度～） 

環境NPO支援事業･･･公募助成 270団体、約2億2千万円（2009年度） 

            環境ボランティアリーダー支援 等 

 

＜東京都内での活動実績＞ 

○災害復元支援事業 

・三宅島の自然の復元と島の復興のための支援 

義援金募金･･･2000年６月に発生した雄山の噴火災害に対して全国のセブン-イ

レブン加盟店の店頭で義援金募金を行い、約 4300 万円を被災地

にお届けしました。 

三宅島緑化プロジェクト･･･2008年から、NPO法人園芸アグリセンターが都内

の高校や大学と連携して行う植樹活動を支援するとともに、セブン

＆アイＨＬＤＧＳ．社員 250 名による約 8000 本の植樹を行っ

ています。 

○自然環境保護・保全事業 

 ・東京都千代田区の桜の保護活動･･･2008年から、NPO法人東京樹木医プロジェ

クトと千代田区さくらサポーター事務局が共同で行うサクラの樹

勢回復活動を支援しています。 

○環境NPO支援事業･･･公募助成 1６団体、約12百万円（2009年度） 

 

 【セブン-イレブンみどりの基金  http://www.7midori.org/】 

以 上 

 


